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 創立５０周年おめでとうございます。 

土屋会長から寄稿のお話を頂き、光栄と驚きを感じております。山梨県の硬式テニス

黎明期に、関わりを持った一人として、其の歴史的１ページに加えて頂けることを心か

ら感謝いたします。 

古い記憶を辿りながら、何れ忘れ去られるであろう事象を私のサイドで綴ってみます。 

山梨県は全国１・２を争う軟式テニスの盛んな土地柄で、当時の石和町と富士見村（現

笛吹市）はその両雄でした。この石和町で幼年期を過ごした私は、友人のお兄さんとし

て土屋会長と知り合いました。そんな関係から、後に硬式テニスに誘われて転向するき

っかけに繋がります。 

昭和２８年頃、国立山梨大学に硬式テニス部が誕生したのが本県初の始まりと心得ま

す。昭和２９年に入学した私は、土屋先輩から入部を誘われたのがきっかけでした。土

屋部長・加藤顧問1に硬式テニスの手ほどきを得ました。当時は指導書もなく、加藤先

生からは恩師であるとともにテニスの指導者として徹底的に扱かれました。コートに倒

れてもボールを叩きつけられ、体中に痣がでるほどでした。お蔭で社会へ出ても体力・

気力とも他に負けないものを植え付けてもらいました。昭和３３年卒業、家庭の事情で

県内企業（旧三和電線工業㈱甲府工場）に就職、仲間を募ってテニスコートを手作りし

て軟式テニス（ソフトテニス）を始めました。ウェスタングリップを相手にイングリッ

シュグリップで対抗していました。硬式テニスの仲間も次第に増えて、シングルポスト

もセンターストラップも手作りでした。 

ラケットは木製、ガットはシープで雨にでも濡れたら大変、ガットはふやけて使い物に

ならずラケットはプレスをしないと狂いが来ます。今の人達には凡そ想像のつかない世

界でした。工場長（後の甲友クラブ代表責任者山田茂男）の理解に助けられて、少しず

つ用具も揃えられました。 

                                                 
1 当時、工学部応用化学科助教授 後に北海道資源開発研究所等を経て、九州大学にて化学

反応工学の分野で多大の功績を挙げ叙勲、名誉教授。２００３年９月２５日８１歳他界。 
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 昭和３５年夏、総合グランドテニスコート（緑ヶ丘スポーツ公園）で土屋先輩（谷村

高校の先生）との再会を機にテニスを楽しむようになりました。先輩は高校に硬式テニ

スを広めるべく奮闘中で、後に高校のテニス部設立の礎を築かれました。 

昭和３６年、東京税関のテニスクラブとの関係ができ、三和クラブとの対抗戦や合同合

宿が始まり、東京税関チームと山梨大学硬式テニス部との練習試合なども行われました。 

昭和３８年の夏に合宿練習を企画した際、東京税関チームが朝日テニス教室を伴って来

甲、機に関東庭球協会理事2も同行され、氏のご好意により梨大生数名がコーチを受け

る機会もできました。 

野沢常務の生家（湯村温泉旅館吉野屋）へ呼ばれ、山田茂男・土屋金藏・加々美洸の３

名が出席し、山梨に協会を作るように言われ、これが山梨県テニス協会設立の鏑矢とな

りました。 

日本銀行甲府支店に同好者が居られることが判り、親善試合を行うなど少しずつテニス

人口も増えてクラブ発足の機運がたかまり、昭和３８年８月９日発起人3が集まり甲友

クラブのスタートになりました。その後は月例会を開くたびに会員も増えて、昭和護謨

から優勝杯を贈られるなど活動も活発になりました。恒例となった東京税関の合宿には

梨大・甲友混成チームとの対抗戦も組まれました。 

昭和４０年秋、甲友クラブは甲府ローンテニスクラブと改名されました。 

 昭和４１年５月土屋先生の尽力により、日本庭球協会久保事務局長・関東庭球協会野

沢理事らが来甲し、山田茂男・土屋金藏・加々美洸らが出席して山梨庭球協会設立の予

備打合せが行われました。 

 山梨庭球協会設立 昭和４１年５月１４日協会設立4。地方では目の当りにすること

のできない現役デ杯選手の華麗な技は素晴らしいものでした。これ程の選手になっても、

なお基本練習を確り体に叩き込まなければならないことを見せつけられました。この時

の記憶は５０年を経ても脳裏に強烈に残っております。詳細な記録は昭和４１年５月１

０日付山梨時事新聞に記載されています。関係者の多大な尽力により、成功することが

出来ましたが、土屋理事長（現土屋会長）の努力は山梨の硬式テニス史上に末永く欠か

すことのできない偉大な業績です。 

 協会設立以降の記録は詳しい諸兄にお願いし、老兵は消えてゆきます。協会の更なる

発展を心より祈念して駄文を閉じます。 

                                                 
2野沢豊輔  甲府市出身（旧甲府中学卒、）日本庭球協会常務理事・朝日生命厚生事業団常

務理事 朝日テニス教室（藤川 博・野沢豊輔・渡辺康二・柳 恵誌郎・小西一三・半田

哲也）を主宰。 
3 発起人 代表責任者山田茂男（三和甲府）・土屋金藏（機山工高校）・佐藤弘光（日銀甲府）・

小栗佑五郎（日銀甲府）・内藤秀太郎（三和甲府）・加々美 洸（三和甲府） 
4 役員 会長（山田茂男）副会長（山内一男）理事長（土屋金藏）常務理事（崎田英郎 加々

美 洸 小野寺弘夫 小沢昭彦 米波武彦）理事（堀内忠明 猪狩信次 内藤秀太郎 木

村増太 権太泰彦 馬場一治 藤倉 均 小沢隆一）監事（丹沢三郎） 


